












はじめに 

昭和 43 年に西日本一帯に多数の患者が発生した PCB 中毒症(いわゆる「カネミ油症」)は、

現在も根本的治療、次代の健康への影響等、未解決の問題がある。 

長崎県では、長崎市及び五島列島に多数のPCB 汚染油摂取者が居住しており、昭和 61年 2

月末現在 751 名が油症患者として認定されている。 

前回、我々は、昭和 43 年以降に PCB 汚染油摂取の母親から生れた児についての新生児期及

び乳児期の異常、昭和 44 年度から昭和 46 年度生れの生徒の歯牙の発育について追跡を行

った。 

その結果、年を経るに従い生れてくる子の異常が少なくなって来ていると考えられること、

歯胚欠如が認定者群にみられたが永久歯の萌出遅延、倭小歯の出現は健康者群とほぼ差が

認められないことを報告した。 

今回、我々は、油症の母親から生れた子の油症検診時の所見、昭和 44 年度及び昭和 45 年

度生れの玉之浦地区生徒の歯列弓の発育について追跡を行ったので報告する。 


